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【世帯数】     815世帯 

【人 口】 男  929人 

女  995人 

 合計 1,924人 

（令和４年１月３１日現在） 

令和４年3月号 

 ➀ 

「鬼
は
そ
と
～
！
」・
「福
は
う
ち
～
！
」 

 
 

 
 

 

～
河
俣
保
育
園
の
豆
ま
き
会
～ 

 

日
本
遺
産
の
魅
力
を
伝
え
る 

 
 

～
日
本
遺
産
ガ
イ
ド
講
習
会
開
催
～ 

 

2
月
3
日
（
木
）
、
河
俣
保
育
園
で
豆

ま
き
会
が
あ
り
、
年
長
児
が
裃
（
か
み
し

も
）
を
着
て
各
部
屋
を
回
り
「
鬼
は
そ
と

～
！
」
「
福
は
う
ち
～
！
」
と
元
気
い
っ
ぱ

い
の
掛
け
声
で
豆
（
新
聞
紙
で
作
っ
た
）
を

ま
き
、
今
年
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
作
っ

た
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
っ
て
記
念
撮
影
後
、

「
自
分
の
中
の
鬼
を
や
っ
つ
け
よ
う
！
」
と

舞
台
の
青
鬼
・
赤
鬼
・
黄
鬼
に
向
か
っ
て
元

気
に
豆
を
ま
き
ま
し
た
。 

 

豆
ま
き
後
は
、
毎
年
恒
例
の
「
鬼
の
子
ラ

ン
チ
」
を
食
べ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
大
満
足

の
1
日
で
し
た
。 

 

2
月
17

日
（
木
）
、
日
本
遺
産
の
魅
力
を
辿

る
ル
ー
ト
を
歩
き
、
実
際
の
ガ
イ
ド
手
法
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
日
本
遺
産
ガ
イ
ド
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
石
匠
館
を
出
発
す
る
と
、
橋
本
勘

五
郎
の
生
家
、
権
三
別
当
堂
の
石
垣
、
白
髪
山

天
然
石
橋
、
菅
原
神
社
の
ひ
ね
り
灯
篭
、
若
宮

神
社
の
ひ
ね
り
灯
篭
を
見
て
回
り
、
石
匠
館
館

長
の
話
や
説
明
板
を
見
て
石
造
文
化
の
知
識
を

深
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
講
師
を
務
め
た
観
光
ガ
イ
ド
の
プ
ロ
で

あ
る
東
川
隆
太
郎
さ
ん
（
鹿
児
島
県
在
任
）
の

軽
快
な
ト
ー
ク
に
聞
き
入
る
場
面
も
多
く
あ

り
、
日
本
遺
産
の
情
報
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
人
に
伝
わ
る
話
し
方
や
地
域
の
お
も
て
な

し
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

  
 

①白髪山天然石橋を 

 近くで見る一行 

②菅原神社のひねり灯 

 篭に見入る参加者 

日
本
遺
産
認
定
記
念
連
載 

 
 

 
 

～
東
陽
町
日
本
遺
産
め
ぐ
り
（
９
） 

 
 

鍛
冶
屋
上
橋
（西
原
地
区
） 

 
 

 
 

東
陽
石
匠
館 

館
長 

上
塚 

寿
朗 

 

  

石
匠
館
の
東
側
に

は
鍛
冶
屋
谷
が
あ

り
、
西
原
川
が
流
れ

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
川
に
は
４
つ

の
め
が
ね
橋
が
架

か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
鍛
冶
屋
自
然
石

橋
は
、
平
成
19

年
７

月
に
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
今
は

３
つ
の
橋
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
番
上
流
側
に
あ
る
の
が
、
鍛
冶
屋

上
橋
で
す
。
昭
和
50

年
ご
ろ
に
今
の
山
越
え

道
が
出
来
始
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
め

が
ね
橋
を
通
る
細
い
道
が
貴
重
な
山
越
え
道

で
し
た
。
上
橋
の
先
に
は
シ
ョ
ウ
ガ
や
唐
芋

（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
の
畑
が
広
が
っ
て
い
て
、

地
元
の
人
は
橋
を
渡
っ
て
農
作
業
に
も
通
っ

て
い
ま
し
た
。
西
原
の
梅
本
ツ
イ
子
さ
ん
に

よ
る
と
、
上
橋
辺
り
ま
で
は
リ
ア
カ
ー
で
荷

物
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
先
は
狭
く

な
っ
て
い
て
、
担
い
で
運
ぶ
手
段
し
か
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

上
橋
は
種
山
石
工
の
開
祖
林
七
が
文
化
年
間

に
架
け
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
記
録
な

ど
は
今
の
と
こ
ろ
未
発
見
で
す
。
橋
自
体
は

小
さ
く
も
輪
石
が
し
っ
か
り
し
た
橋
で
す
。 



3月10日（木）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料  2月(1月使用分) 

◆浄 化 槽 使 用 料   2月(1月使用分)です 

3月31日（木）納期限のもの 

◆国民健康保険税       12期 

◆介 護 保 険 料       12期 

◆後期高齢者医療保険料     9期 

◆簡易水道使用料        3月(2月使用分） 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高 

 をお確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご 

 連絡、ご相談ください。 

  【問合せ先】 地域振興課 65-2111 

   

■春季全国火災予防運動のお知らせ 

■市税等の納期について 

令和4年3月1日（火）から3月7日（月）ま

での7日間、全国一斉に「春季全国火災予防運

動」が実施されます。 

 これは、火災が発生しやすい時期を迎えるに

あたって、火災予防意識の一層の普及を図るこ

とにより、火災の発生を防ぎ、高齢者等を中心

とする犠牲者の発生や、財産の損失等を防ぐこ

とを目的としています。 

 

◆火災予防について 

 今年に入り八代管内では火災により尊い人命

が失われています。 

また、空気が乾燥し最も火災の起こりやすい

季節です。一人ひとりが防火意識を高め『火災

ゼロのまち』を目指しましょう。 

 

【 令和3年度 全国統一防火標語】 

 

おうち時間 家族で点検 火の始末 
 

 

 

 

 

 

【問合せ先】地域振興課  65-2111 

 

 

■「道の駅東陽」開駅1周年記念・東陽 

さくら祭り開催のお知らせ！！ 

◆道の駅「東陽」開駅1周年記念 

 日程：3月26日（土）～3月27日（日） 

 

◆東陽さくら祭り 

 日程：3月27日（日） 

 時間：午前9時～午後4時 

 場所：道の駅「東陽」 

※桜並木道の一部が、午前8時30分から午後5

時までの間、歩行者天国となります。 

※販売ブース 

ヤマメ塩焼き・生姜料理・ジビエ料理など 

※ガラポン抽選会（先着800名様） 

3/26～3/27、せせらぎや販売ブースでお買

い物分、1,000円毎に1回抽選できます。 

テレビや空気清浄機など豪華賞品があります。 

 

 

 

 

◆ライトアップ：道の駅東陽周辺 

 桜の開花時期に合わせて開催します。 

 （午後6時30分～午後9時まで） 

【問合せ先】東陽まちづくり協議会 

      65-2210  

■令和4年度 健診申し込みのご案内 

特定健診・高齢者健診・がん検診の申し込み

はお済みですか？ 

4月から健診が始まります。令和3

年度に健診を受けていない人は、申

し込みが必要です。まだ申し込みを

受け付けておりますので、お早めに

申し込みください。 

なお、令和3年度に健診を受けた

人で、同じ健診内容を希望される場

合は、申し込みの必要はありません。 

 

詳しくは、広報やつしろ2月号の折込チラシ

または市ホームページをご覧ください。 

 

【問合せ・申込先】 

八代市鏡保健センター（土日祝日除く） 

TEL 52－5277 

FAX 52－1566 


